
1999年出土の木簡

ほ

っ
き

９

つ

新
や

発
久

遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
北
蒲
原
郡
笹
神
村
大
字
発
久
字
山
伏
塚

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
１１
）
七
月
１
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
笹
神
村
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
中
山
俊
道

・
渡
辺
達
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
行
関
連
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
、
奈
良

。
平
安
時
代

（八
世
紀
末
―
九
世
紀
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

発
久
遺
跡
は
阿
賀
野
川
右
岸
、
菱
ヶ
岳
山
脈
と
新
潟
砂
丘
と
に
挟
ま
れ
た
平

野
内
に
位
置
す
る
。
丘
陵
地
帯
か
ら
は
複
数
の
中
小
河
川
が
流
れ
出
て
お
り
、

砂
丘
列
の
一暴
側
に
福
島
潟
を
形

成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
中
小
河

川
の
ひ
と
つ
で
あ
る
折
居
川
の

左
岸
、
福
島
潟
か
ら
六
ｈ
程
上

流
の
標
高
約
六

・
六
ｍ
の
水
田

中
に
遺
跡
は
あ
る
。　
一
九
五
三

Ｄ

年
頃
の
耕
地
整
理
の
際
に
多
く

給
の土
器
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、

く

迪退
跡
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、　
一
九
八
八
年
に
は
村
道
発
久
山
倉
線
の
道
路
改
良
工
事
に
伴
い
、
村

教
育
委
員
会
が
五
三
〇
ポ
の
発
掘
調
査
を
行
な
っ
た
。
こ
の
調
査
で
は
、
掘
立

柱
建
物
と
推
定
さ
れ
る
柱
穴
列
や
土
坑
な
ど
が
検
出
さ
れ
、
二
万
点
あ
ま
り
の

遺
物
が
出
土
し
て
お
り
、
延
暦

一
四
年

（七
九
五
）
と
推
定
さ
れ
る
暦
様
木
簡

や
、
返
抄
木
簡
な
ど
木
簡
六
点
が
み
つ
か
っ
て
い
る

（本
誌
第
一
一
号
）。

一
九
九
九
年
は
北
蒲
原
南
部
地
区
の
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
事
業
に
伴
い
、

五
九
六

・
四
ポ
を
調
査
し
た
。
こ
の
う
ち

一
九
人
八
年
の
調
査
区
と
隣
接
す
る

東
調
査
区

（壬

〓
一下
八
∬
）
に
お
い
て
、
遺
跡
の
北
の
境
界
に
あ
た
る
と
思

わ
れ
る
川
跡
二
本
を
検
出
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
遺
構
は
全
く
検
出
さ
れ
ず
、

九
世
紀
の
遺
物
を
包
含
す
る
三
層
の
腐
植
土
層
が
厚
く
堆
積
す
る
の
み
で
あ
っ

た
。出

土
遺
物
は
須
恵
器

。
土
師
器

・
木
製
品
で
、
遺
物
の
年
代
は
、
ほ
ぼ
九
世

揺
憂
鍵
操
堤
鰈
堤
斑
斡
聾
輔

な
ど
と
記
さ
れ
た
墨
書
土
器
が
七
点
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω

　

「健
児
等
解

申
進
上
宿
直
事
　
家
人
家
□
」
］
Φ
⇔
×
］
卜
×
Ｐ
ｏ
　
ｏ
Ｐ
μ
キ

ω
は
出
土
し
た
二
断
片
が
接
合
し
た
も
の
で
あ
り
、
折
っ
て
破
棄
さ
れ
た
と

も
思
わ
れ
る
。
本
簡
の
右
側
面
は
、
文
字
部
分
を
切
っ
て
二
次
的
に
整
形
さ
れ



て
お
り
、
上
端
か
ら

一
人
ｍｍ
、　
一
五
ｍｍ
、　
一
五
ｍｍ
間
隔
で
三
カ
所
に
浅
い
切
り

込
み
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
左
側
面
に
は
ほ
ぼ

一
五
ｍｍ

（五
分
）
間
隔
で

刻
線
が
施
さ
れ
て
お
り
、
特
に
上
端
か
ら

一
四
人
ｍｍ
、
上
下
の
ほ
ぼ
中
央
部
に

は
左
側
面
か
ら
裏
面
を
通
り
右
側
面
に
ま
で
到
る
刻
線
が
あ
る
。
木
簡
自
体
が

二
九
九

ｍｍ
の
長
さ
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、　
一
尺
の
定
木

・
も
の
さ
し
と
し
て
二

次
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
現
状
で
は
、
「健
児
等
解
…
宿
直
事
」

の
行
が
木
簡
の
右
側
寄
り
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
来
は
木
簡
の
中
央
部
に
書
か

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
「家
人
家
□
」
の
右
側
に
さ
ら
に

一
行

分
あ
っ
た
も
の
と
復
原
で
き
る
。

内
容
は
健
児
の
宿
直
報
告
で
あ
り
、
「家
人
家
□
」
は
、
宿
直
を
行
な
っ
た

健
児
の
名
前
と
考
え
ら
れ
る
。
『類
衆
三
代
格
』
延
暦

一
一
年

（七
九
一
し
六
月

一
四
日
太
政
官
符
に
は
、
健
児
が
守
衛
す
べ
き
施
設
と
し
て

「国
府

・
鈴
蔵

。

兵
庫
」
の
三
者
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
越
後
国
府
は
頸
城
郡
に
あ
つ

た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
発
久
遺
跡
は
兵
庫
の
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、

他
に
木
簡

一
点
が
出
土
し
て
い
る
が
、
釈
読
作
業
中
で
あ
る
。

木
簡
の
釈
文
や
二
次
利
用
に
つ
い
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
平
川
南
氏

と
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
舘
野
和
己
氏
か
ら
、
多
く
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い

た
。
　
　
　
　
（１
１
７
　
中
山
俊
道
、
８
小
林
昌
二
・
相
沢
　
央

（新
潟
大
学
し

さ
い

の

か
み

新
潟
・妻
ノ
神
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
北
蒲
原
郡
豊
浦
町
大
宇
小
坂
字
妻
ノ
神

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
Ｈ
）
四
月
―
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
豊
浦
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
川
上
貞
雄

・
山
口
直
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀
ｔ
近
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

妻
ノ
神
遺
跡
の
調
査
は
、
県
営
小
坂
地
区
圃
場
整
備
事
業
に
伴
い
実
施
さ
れ

た
。
調
査
地
は
豊
浦
町
の
東
部
に
あ
た
る
。
笹
神
丘
陵

（真
木
山
丘
陵
）
の
最

北
端
と
菱
ヶ
岳
山
脈
の
最
北
端

に
挟
ま
れ
た
平
野
部
で
、
水
田

地
帯
と
な
っ
て
い
る
。

調
査
に
よ
り
、
遺
跡
は
古
代

を
中
心
と
し
て
い
る
が
、
中
世

に
も
引
き
続
い
て
い
る
こ
と
が

Ｄ

判
っ
た
。
検
出
さ
れ
た
主
な
遺

霧

構
に
は
掘
立
柱
建
物
、
井
戸
、

周
溝
、
河
川
跡
な
ど
が
あ
る
。




